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六
十
年
ぶ
り
に
、
海
老
坂
武
・
澤
田
直
、
両
氏
の
ご
努
力
で
サ
ル

ト
ル
が
非
常
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
『
自

由
へ
の
道
』
は
、
『
嘔
吐
』
（
こ
れ
も
昨
年
七
月
、
鈴
木
道
彦
氏
に
よ

っ
て
新
訳
と
な
り
、
人
文
書
院
か
ら
刊
行
）
と
並
ん
で
、
サ
ル
ト
ル

の
小
説
の
代
表
作
だ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
既
訳
は
誤
訳
も
多
く
読
み

辛
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
サ
ル
ト
ル
を
愛
す
る
者
た
ち
に
は
待
望
の
新

訳
で
あ
る
。
新
訳
の
よ
い
点
は
、
読
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
訳
者
両
氏
の
こ
れ
ま
で
の
サ
ル
ト
ル
研
究
の
成
果
が
そ
こ
に
存

分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
訳
注
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

既
訳
に
く
ら
べ
本
書
の
訳
注
及
び
訳
者
解
説
は
、
非
常
に
内
容
が

あ
り
、
有
益
で
あ
る
。

戦
後
ま
も
な
く
、
サ
ル
ト
ル
は
そ
れ
こ
そ
ド
サ
ク
サ
に
翻
訳
さ
れ

た
感
が
あ
っ
た
。
私
が
上
京
し
た
当
時
も
、
ま
だ
そ
の
迷
訳
が
健
在

で
、
サ
ル
ト
ル
や
カ
ミ
ュ
に
興
味
を
覚
え
読
ん
だ
け
れ
ど
、
「
よ
く
わ

か
ら
な
い
サ
ル
ト
ル
」
と
い
う
の
が
、
先
入
観
と
し
て
わ
た
し
の
内

に
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
め
ぐ
り
合
わ
せ
か
ど
う
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
矢
内
原
伊
作
先
生
の
も
と
で
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
を
研
究

す
る
よ
う
に
な
り
、
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
友
人
だ
っ
た
サ
ル
ト
ル
を

【
図
書
紹
介
】

『
自
由
へ
の
道
（
全
六
冊
中
の
一
～
三
）
』

サ
ル
ト
ル
箸
海
老
坂
武
、
澤
田
直
訳
岩
波
書
店
一
一
○
○
九
年

武
田
昭
彦

正
確
に
理
解
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の

「
自
由
」
が
本
書
『
自
由
へ
の
道
』
の
テ
ー
マ
と
何
か
関
連
を
も
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
当
た

り
前
で
、
戦
前
・
戦
後
二
九
四
○
～
五
○
年
代
）
の
パ
リ
の
あ
の
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
の
狭
い
空
間
情
況
の
中
で
、
哲
学
者
で
あ
れ
芸
術
家
で
あ

れ
、
み
な
が
同
じ
よ
う
な
問
題
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
図
書
紹
介
が
思
い
出
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
話
を
戻
す

と
、
本
書
『
自
由
へ
の
道
』
は
、
全
六
冊
で
あ
り
、
今
回
紹
介
す
る

の
は
、
そ
の
内
の
三
冊
、
す
な
わ
ち
一
～
一
一
が
「
分
別
ざ
か
り
」
と

題
さ
れ
た
第
一
部
、
一
一
一
が
第
二
部
の
一
九
一
一
一
八
年
九
月
二
一
一
一
日
か
ら

三
○
日
ま
で
の
、
「
猶
予
」
と
題
さ
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
夜
の

激
動
の
一
週
間
の
物
語
の
一
部
（
九
月
二
一
一
一
～
一
一
四
日
分
）
で
あ
る
。

だ
か
ら
翌
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
の
四
冊
目
も
含
め
て
述
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
数
が
な
い
の
で
、
「
分
別
ざ
か
り
」
に
つ
い

て
一
言
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
わ
ず
か
四
十
八
時
間
の
物
語
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
凝
集
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ

と
も
重
要
な
の
は
「
ま
な
ざ
し
小
説
」
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
哲

学
書
『
存
在
と
無
』
と
の
関
係
に
お
い
て
も
重
要
な
観
点
で
あ
る
。

反
哲
学
の
哲
学
小
説
と
も
言
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。原
著
茜
阜
蚕
昌
旨
局
冒
豊
菖
爵
鳥
旨
奪
忌
》
帛
百
厨
．
。
」
旨
層
伜

］
①
盆
と
．
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